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第齟回神奈川県造跡調査・研究発表会開催される

坩腔年9㛯茹㗌佃横浜市開港記念会蟷講堂に
て、第聰回の神奈川県遺跡調査・研究発表会が
開催されました。当㗌は欲沁名近い参加者があ
り、広い諸堂がほぼᷧ杯になる盛況でした。以
下その慨要につぃて紹介しておきます。

㛗野ᷧ即会敞の開会のあいさつに始まつて、

午前の部の 1 番は大手口市月 見野遺跡群上野遺跡
第5・6地点を滝澤亮、⯶池聡㯶が発表しまし
た。 今の発表は㛯奲野遺跡群の中でも、 上野
遺跡に隣接する遺跡で、 L 1 H層上部なぃ し上
面か ら槍先形尖頭器が豊富なブロ ッ ク と 石器が
検出 され、 注目 されま した。 今後上野遺跡と の

接合関係資料や同ᷧ個体資料の存否の検討が必
要になるでしよう。2番目の第1束海自動車遭
N咀鮒三ノ宮・下尞戸乃畫跡は、宍戸信悟、立川
直之、松䔗光太郎、三瓶裕司㯶等によって発表
されました。興昧深いのは土器を持たない細石
器䟚器群の上層から多量の縄文時代草創期の有
舌尖頭器およびその製作過程がゎかる剥片、砕
片が出土した点にあ り ます。 3 番目 と して南足
楠市塚䔗遣跡を安輳文ᷧ㯶が発表しました。こ
の発表は縄文時代中期から後期の敷䟚住居跡が
検出され、䟚棒を製作した多量の剥片が検出さ
れました。恐ら<この地で石棒を製作し、祭の
遺具として他遺跡に搬出されたものでしょう。
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4番目の平塚市原口遺跡は長谷川厚、長岡文紀
㯶によつて発表されました。 この遺跡は弥生時

代の㖠形周溝墓が⇜沁基近<が発奲され、相模
川以西と しては子刀めての知見で~した。 今後この

周溝墓 と 屠住地 と の解朋が待たれる と こ ろ ですo

5番䛕は横須賀市⤎塚古墳詳の調査につぃて䍰
⏊時雄、⤎坪宣雄、北爪ᷧ堳㯶によって発表さ
れました。この古墳は前方後円壇3基、円墳3
基で溝成され、県下でも数少ない古墳として保
存要望されていました。6番䛕は横浜市⤎場横
穴墓群Fイ野H横穴墓群は⤎川清、吉䔗好孝、
渡辺務㯶によつて発表されました。3群打基の
古墳を謂査した。その結果、豊富な出土遺物は
勿論のこと、横穴墓の溝築持に墓遭に関する新
しい知奲がもたらされ、併せて横穴墓の新旧関
イ系が才巴握 さ れ ま し た。

午後からは都留文科⤎学の上杉陽㯶による
『南関束テアラから奲た天変地譚の講演が1
時間程行なわれました。先ず與如析斑慮叩年前
の天変地異をあげた。この時期は海杉が下がり
寒冷湿潤化、砂丘地帯の混炭化、入り江、溺れ
谷、湖沼、潟湖は急激な干上がり、世界的に寒
冷化、乾燥したと姧う。ちょうど縄文時代終末
か ら 彊尓䔆時代の移堳期に相当す る と の こ と でḝす。
またH』叩~H』叩年前のソフ⍃⏊ーム層の時
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期に、⤎規模な地震や火ⱘ活動が活発になつて
き ま した。 ち よ う ど温暖化によ つて海面が上昇-
した時期で、旧䟚器文化から縄文文化へ移堳す
る段階に相当します。上杉㯶は主として寒冷化
と温暖化というṳつの事例を世界的な実例をも
加えてあげ、環境変化即ち急激な気候変化、海
㰛準変動、火ⱘ活動、地殻変動の同時多発が当
時の社会䔆活にマイナス要困となるかブラス要
困になるかその地域のひとびとの動向を考える
必要性を考古学研究者に投げかけました。

午後の発表は7番䛕として川崎市下溢䔆古墳
群を北原實徳㯶が発表した。2基の円墳は径鵬
~l實蔓mで、 周溝がめ 〈"つていま しブこo 主体部は

泥岩を利䔏した横穴式䟚室で椿築されていまし

た。8番目は海老名市寓分尼寺北方遺跡を伊東
秀吉、⤎坪宣雄、荻上由美⬷、⯶林克利㯶が発
表しました。注目されるのは『法華寺』の墨書
✆器が据立柱建物跡から検出され、報告者は国
分尼寺との関達を推定しました。9番䛕は茅ヶ
崎市居村B・前ノ䔗遣跡は富永當⣒雄㯶によつ
て発表が堳われました。その結果、届村B遺跡
は䔆産址的な低湿地遺跡で前ノ䔗遺跡は㖠向性に
規則性をもった古代集落と惟定しました。m番
䛕は鎌倉市若宮⤎路周辺遣跡を䔗代郁夫、原廣
志、佐藤仁彦㯶によって発表されました。嶋世
紀頃㖠形竪穴の㜏組みから䟚組みの転換が倉庫

の役割を果たしたものと推定しました。⇜番䛕
は小田原市本町小田原城三の丸堀の詞査と題し
て戸䔗哲也、⯶林義典㯶が発表した。三の丸堀
西側法面は3段の石垣積みを確認した報告で、
全ての発表が終了しました。

開港記念会宜官を後に して、 中華街でḝ5O名以上
の会岄が懇親会に参加して、昼間の発表におと
らず、ほろ酔かげんで考古学論争が堳われ、楽
しい一時を過ごしました。 (白石浩之)

考古学講座
ᷧ『かながゎの古代集落について』を絡えてー

大上周三

去る3㛯5㗌、横浜市開港記念会蟷において
叩O名を超える参加者を得て『かながわの古代
集落について』と題する講座が下記の内容で開
催されましたo

蓄寅 「東の古代集落」 講師 文化庁
記念物言果 才公村恵司

事例報告 秦野市草山遺跡 惧杓かながわ考古
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学財団 大上周三

平塚市向原遺跡 惧赫かながわ考古
学財聞 中田 英

椙模原市䔗名塩䔗原地区遺跡群 盤

古堂 滝澤 売
多摩丘陵束端部の古代集落 横浜市
ふるさと歴史財覇 鈴木重信

藤沢市南錦冶ⱘ遺跡 藤沢市教育委

岄会 加藤信夫

海老名市本郷遺跡 海老名市本郷遺
跡詞査団 大坪宣雄
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相模国府域の集落 平塚市教育委岄

会 明石 新

ミ ニ討論会

神奈川県下ではこれまで多〈の古代集落が詞

査蓄れ、その様棺はかなり明らかになつてきま

したoその一つとして掘立注建物の菩遍性をあ

げる こ と ができ ますo 束で'は異例で、 ま 蓄 に

神奈川の古代集落の一端を彩る存在といえま褥

こ う した`点はあ〈 まで`も特色で~あつて、 特質を

語る もので~はあ り ません。

ḝー: ョム,o、之ー討ヨ矚式

今回、古代集落の特質に多少なりとも迫りた
いと思い、地域性・歴史性を考恵して8集落を
報告する と 共に討論会を堳い ま した。 その結果
い く つかの論点が明 らかにな り ま したo 印7 世

紀中ヒ頁か ら 8 世紀前半にかけて成立 し、 10~1]
世紀段階に消滅する集落が多〈、消長にある種

の傾向が伺える。箇掘立柱建物は初期段階から
みられ、存結期間を通じて一般的な存在で、竪
穴住屠と併存している。箇しかしながら集落に
よつて掘立柱建物に多少がある。とりわけ、国

府集落域ではなぜか少ない。@国府域集落、本
郷 ・ 南釘巨受暑台山遺跡な ど 2 、 3 の集落で~墨書土器
が集中的に出土している。墨書土器をもてる集

落ともてない集落の違いは。箇産屋の可能性の
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あ る 竪穴住居や、 仏堂 と 思われる才屈立才主建物な
ど屠住用以外の建物の存在が浮かび上がってき
た。こ双州払報告の折に触れられたものとして、
@数造跡でᷧ町四㖠の居住域の存在。@竪穴住
居と掘立注建物からなる数種類の住まい溝成、
それとその機能につぃて。@住まいの溝成の格
差は階層性を示す場合がある。圓園宅地の有無
について、 等が報告巷・れま した。

ま た講師の木公村先生は、 と も すれぱや り 過ご
されがちであつたạクの精神堳為の復元を、
真つ正杉か ら耳又 り 組む必要性を具体的に示 し、
喚起きれま したo

古代集落に関⾪をもつ同好諸㯶が集まり、こ
うした情報・意奲交換の機会をもったのは初め
てです。当初の䛕的であった神奈川の古代集落
の特質を解き明かすことは必ずしも出来ません
でしたが、@、圓、@のように共通理解を得た
もの、或いは譲論を尽<すべき間題点を共有し
得た点で、3月5日は意義深い一日でした。
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六本学会会員数は3㛯邸㗌現在虹始名です。会
のさまざまな活動はすべて会員の皆様の会費に
よつて進められています。郵便振替、あるいは
6㛯4㗌の総会時に直接納入をよろし<お願い
いたします。尚、錬倉市の敞瀬稚⬷さん、川崎
市の井ⱘ順⬷さん、市川和代さんの転届先が不
明です雹ご存知の方は事務居までご一報下さい。
六会員名簿作成の準備を進めています。住所、
㯶名のほか電話番号の記載も考えておりますの
で、お差しつかえのない方はお知らせ下さい。

《事矛姦局》



潮田䟚毒亘ⱘー夜城出✆の䓍ー 近の研究動向ー
ḝ塚䔗順正

石垣山一夜城は、天正蜷年G硼の、豊臣秀吉
が鼈万ạの⤎軍を率いて⯶䔗原城の後北条㯶を
攻めた時に、全軍の指揮をとった城である。
後の軍記物などで一夜で城を造つたときれた

と ころから、 「一夜城j と言われる よ う になつ

たが、実際に築城に要した㛗数は、秀吉が湯本
の早雲寺を仮の陣所とした4月初旬から起算し、
6月末には主要な作事が完成したとされている。
7月6日に小田原城は開城し、ほどな<城と

しての実質的な役割を終えたと考えられてい詭
しかし、城の全域に見事な石垣が用いられてい
ることや、瓦葺きの天守閣の他にも多<の建物
が建てられていたことが知られ、天下ạの政庁
としての役割をもつた本格的な城であつたこと
も明かとなっている。川
さて一夜城からはこれまでも瓦が採集される

ことは良<知られていた。平成2年U鮑似に、
天守台の崩壊した䟚埴周辺から、測量調査にと
もなって靴咽叩点余りの瓦片が採集された。
これらの瓦は天守閣に使われた一括の資料と

して数量的にまとまつていることや、その存綬
年代が天正1&珀年というご<限られた時期に
限定できる資料であることから、織豊期の城郭
䓍の編年や系統を考える上で⤎変重要な資料と
いえるものである。

採集された軒丸䓍の文様は全て左券き巴文と
珠文が唱値とぃう組合わせであることや、製作
過程におけるコビキ(直方体に積み上げた粘土

から䓍の⤎きさに応じた粘✆板を切り取ること)
の手法が全て天正期に盛行するコビキA(凹面
に無数の䳟切状の痕跡が認められる)倒である
こ とが知られる 倒。

この数年、近畿・東海地㖠の織豊期城郭䓍の
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研究が進展し、䓍当部の文様からⷌạ集団の動
きがある程度読めるようになつてきた。

䟚填ⱘで発奲された䓍の中で図中5は静岡県
腰府城(天正蝸年中村氏時代)の瓦と、6、7
が静岡県の浜柏城と横須賀城とそれぞれ同ᷧの
型紙等から作られた同型瓦と考え られている。

こうした事実に対して対称的なṳつの説が近
年提出されている。✆ⱘ公ạは天正年間に徳川
家康㔖配下の静岡のⷌạが天正唸年に䟚埴ⱘの
普請に加ゎったとする説。州

加百蟇䍰憳文はこれらの⣒成は⯶䔗原戟役後に徳川
家康の関東移封に伴つて東海道治いに配置され
た豊臣系士成郭である こ と に注目 し、 これらの

文様や製作技法の系統を迪ると⤎坂城秀吉の系
統の瓦工人集であ つ たこ と が確認でき る と し

て、䟚埴ⱘに豊凊系の⤎名のⷌạが参画し、そ
れらの工人がその後東海遺泊に展開する豊臣系
城郭の普請に関わつたと説明する恂。

それぞれの主張には説得カがあり、⤎変に興
咽未深い論争になっている。
なお、8は嫌倉市荏栖天神の瓦で、同型か同

箔と思われる資料である恂。「天正十八年七月
豊凊秀吉参詣。社頭造営の事を沙汰す」という
社伝の記録に符舎し貴重な資料である州。
また「天正珀年」という紀年銘のある平瓦も

発奲された。久保䔗㯶正男㯶採集の「辛卯八㛯
㗌」銘䓍川と併せて紹介しておく。

(U⯶䔗原城郭研究会旧硼肝䟚垣ⱘᷧ夜城跡現況詞査報告ぴ獣献樹j
(創森䔗克之m腱「摂津檿槻城j檿槻市教育委岄会
(醐䔗堀文範m鮑「史跡䟚垣ⱘm」⯶䔗原市教育委岄会
(勒✆ⱘ公ạH檎漸䓍から奲た中世城館⣒考古学ジャーナル枷邸3他
(劫加藤理文m船「久野城N」
(印横須賀考古学会m鮑「神奈川の中世䓍集成図録j横須賀考古学会

研究詞査報告5 ⤎烏凛ᷧ・上䟚続⬷㯶のご教䤡による。
(⊂嵋星直忠坩鼈「錬倉荏楠天神古䓍」考古学雑誌第並巻1号
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王話亘ⱘー升安蟷社㭉奲蕁蔓
雨天変更竇矩根町立郷±賓料館の奲学に

東家洋之助

㗌頃固い話が多い考古学の先䔆㖠からᷧ時間
半の登ⱘ遭で・秀吉、 家康にまつわる生ノマ しい話

でも聴かせて項きたいと思ぃ、楽しみに出掛け
た。新し<開館した「䔆命の星・地球博物館j
を奲学して集舎場所の入䔆䔗駅に堳つた。 集合

時間を鉛分延敞したが、先䔆㖠6名、会員3名
の計9名(他に家族3名が顛を奲せたが予定変
更して他に足を向けた由) であつたo 運が悪い

のはまだ結き、私は本奲学会の感想汝を書<よ
う依顆されてしまった。

郷⣒資料館、✆器、䟚器のコーナー以外は通

常バスするのに今日はちょつと違つた。古墳の
羨遭に当るロビーには璋種の剙の異なった3蕎
×3玲×邸玲の妹柱鮑輸叩本で⇜m㗌がかりで
金指喜久次氏が制作された寄木細工の額が目に
つぃた。脇部屋であるが前室に当る部屋では、
挙距箱根の古写真展⣒胸はふや前のチェアー
籠j明治珀年に開発された外軍八向けの籠チエ
アーに傘をさした婦ạが気のせいか、⤎原麗⬷
に似て見える。「山かご勢揃い」はクモスケ籠
で対象的であつた。䙤䟚先䔆の計らいで当資料
館の指毒的立場に届られる憸⬷皓彦先䔆の説明

を受けられることになつた。
〇テーマの「遭」について

(先✆器時代・縄文時代)
黒曜䟚の産地が近いこと、食糧の㜏の実などが
豊富、狩場が多かつたため干石原や彫刻の森の
ある処は冠硫沁~唸』叩年前の遺跡がある。
<弥生時代)

束海地㖠で嶚踏みしていた稲作文化の伝播が、
勿論海路もあったが、箱根の山を越えて棺模の
北奦部に伝わつた。
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(古墳時代~中世)

箱根のⱘの凑然の厳しきは信仰につながり、ⱘ

岳信仰の対象となり信者の往来、温泉場の利䔏

な ど文献に よ る確認がで~き て い るo

〈江戸時代~朋治時代)

⤎名の参勤交代、庶㯸の伊勢詣りなど、東海遭

として栄えたo江戸防衛上、尾根遺が尞間道に

つけ替えられたことで坂遭が多〈なり旅人は苦

労したかこ宿屋や✆産物屋ができたりして賑ゎっ
た。外国ạの避暑地にもなって異軍文明にも接
することができたo

(註)土産物の代表 ー寄㜏細ⷌー
静岡の浅間神社建替えⷌ事の宮⤎ⷌが屠ついて
始めたのが起源であり、以後畑宿より優れた細
ⷌものができている。憸⬷先䔆は寄㜏細ⷌを研
究された縁で1遮沁点ものコレクションをされ
ている由。また近ク研究成果を出版される予定
だそうです。
〇江戸時代の箱根遣の遣造りについて
(模型展示)

坂上は流㰛による舗遭の崩れを防㭉し、坂下は

雨水が側溝に流れ易いように左側を低<傾斜を
つけて工事している。また、大きな栗石の間は
小石で目地造りを行つてぃる。

〇旅と路銀
菩計荒企ヒ※欧沁文(屯O叩博D・そば]食托死文(例O

円) `うどん几6文(32O円) 䓿酒・16文(こぅ2O円)



わら じ・12文(240円)
〇箱根の関所と町名の不思講

関所上㖠⏊⹙ạ溜から 新町醸⯶䔗原町欅三
烏町導芦川町欅三烏宿へ
関所江戸⏊千ạ溜から 新谷町蟻小田原宿
小田原、三島とまぎらわしい町名を付けたりし
たのは、 何故か。 当時のḦ\Ḧヱと旅ạの⾪䍰憳作戦
のようなものが潜んでいるようでおもしろい。

資料館には全部で聡枚盟ぺージの補助説明と
学習テキストがᷧ般的䔏、⬷供䔏の別クに作ら
れ展䤡の要所に置いてあつた。国立歴史㯸俗博
物館のシステムに似て、より覇切であると思い
関係者の誠意を感じた。
2時半頃、現地解散、身体の冷えを慰す酒の

肴をみや桁打齔尉全についた。

19鮪身享3月25日

く施設案内>
横浜市歴史博物館

昭利偲年の歴史博物館建設基本計画を基に、
平成元年=基本設計、平成2年度=実施設計を
経て、平成3年度に建設ⷌ事及び展䤡物制作に
着手し、平成7年1月譴日に開蟷しました。
博物蟷の建物(延床面積翫船勒俯は、地上6

階・地下1階で、常設展䤡室・憸画展䤡室・体
験学習室・図書閲覧室・譁堂・研修室などの施
設を備えています。また、博物館に隣接する大
塚・歳膀✆遺跡およびその周辺は、現在歴史公
薗として整備中で、開薗(平成8年度予定)後
は博物館とともに一体的に活用していきます。

常設展䤡室は、歴史劇場・通史展䤡室・ス夕

N

ディサロン・映像コーナーで椿成されています。
このうち歴史劇場は、横浜のṳ万年にわたる歴

史の流れを約拓分の映像で紹分する場所です。

また、原始から近現代まで時代別の6つの部屋

からなる通史展䤡室は卯横浜に䔆きたạクの䔆

一7一

活の歴史」を基本テーマとし、いずれも印むら
に䔆きるạマ(各時代のạクの䔆活の様⬷>@
ạと物の流れ(流通・往来など他地域との交流
の歴史)箇変ゎる横浜の形(開発などによる䔆
活の基盤づ<りの変遷)の三つの要素から溝成
されています。各時代の部屋とも、実物資料を
中心に模型 ・ パネル ー 映像・ コ ン ピュー夕ーを
多<用い、可能な限り露出展示をすることによ

つて、入蟷者にわかりやす〈親しみやすい展示
としております。このほか、常設展示室の中央
に位置するス夕ディサロンは、休みながら楽し
<学習のできる場所で、体験学習室とともに、
来館者が歴史を庒近なものとして体感できるよ
うにⷌ夫しております。また、映像コーナーで
は、横浜に関する歴史や文化財などをテーマに
した各種ビデオを自由に見ることができます。

ロ馨・

所䟚三地ご横浜市都筑区中川1ー熔ー1
交 通ご横浜市営地下鉄・セン夕ᷧ北駅下庱、

徒歩5分
午前9時から午後5時まで
月曜日、祝日の翌曰、1月1日~1
_㛯4I及る円2㛯Z8㗌・⇇2㛯31㗌
一般4O0円、 ⤎学䔆 ・ 高校生2OO円、
井ロ誉畫畳三・ dḝ着幸且三1OOF円

特別展・企画展の観覧料は別に定め
軌

(横浜市歴史博物館 曽根勇ṳ)

開 日寺間 貫

休買官日ご

観畳董料こ




